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 千葉市地域公共交通活性化協議会 

第４回千葉市地域公共交通部会 議事録 

 

１ 日 時 令和６年１月３１日（水）１０時００分～１１時２０分 

２ 場 所 千葉市役所本庁舎高層棟 ４階 L 会議室４０１ 

３ 出席者 ≪委員≫１４名（代理出席１名） 

（※下線はＷＥＢ参加者） 

松野由希委員、伊東英幸委員、植草定男委員、小林聡委員、福田賢一委員、山口浩正委員、

石橋徹委員、髙橋英樹委員、清原彰一委員、牧添豊海委員、石川光雄委員、佐藤重信委員、

川本幸立委員、狩野拓史委員 

（代理出席：簗真二委員） 

（欠席者：成田斉委員、勝又憲彦委員） 

≪事務局≫ 

   大木戸孝也課長、松﨑克弥課長補佐 

 

４ 議事次第 

１ 開会 

２ 委員紹介 

３ 事務局紹介 

４ 議題 

第１号 千葉市地域公共交通活性化協議会 地域公共交通部会設置要綱の改定等ついて 

第 2号 緑区高津戸町でのデマンド型交通社会実験の運行計画案について 

５ その他 

６ 閉会 

 

５ 配付資料 

・次第 

・委員名簿 

・座席表 

・資料１  千葉市地域公共交通活性化協議会 地域公共交通部会設置要綱の改定等ついて 

・資料２  緑区高津戸町でのデマンド型交通社会実験の運行計画案について 

・参考資料１ 千葉市地域公共交通活性化協議会 地域公共交通部会設置要綱(案) 

・参考資料２ 千葉市地域公共交通活性化協議会 地域公共交通部会運賃分科会設置規程(案) 

・参考資料３ 新旧対照表 千葉市地域公共交通活性化協議会 千葉市地域公共交通部会設置要綱 

・参考資料４ 停留所位置(案) 
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６ 議事の概要 

（１）議題第１号 千葉市地域公共交通活性化協議会 地域公共交通部会設置要綱の改定等について賛

成全員で可決された。 

 

（２）議題第２号 事業者公募に関する内容を含むため、公募開始までの間は非公開とすることが賛成

全員で承認され、非公開で協議を実施した。内容については、賛成全員で可決され

た。  
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＜会議録＞ 

１ 開会 

【事務局】 

皆さんおはようございます。 

それでは定刻となりましたので、これより千葉市公共交通活性化協議会第 4回地域公共交通部会を開催

いたします、本日は大変お忙しい中お集まり頂きましてありがとうございます。 

本日の司会進行を務めます、交通政策課の松﨑と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

本日は傍聴人の方がいらっしゃらないようなので、このまま進めていきたいと思います。それでは、ま

ずお手元に配付してございます資料の確認を行います。 

読み上げます。 

 

次第、人員名簿、座席表 

 

資料１としまして、 

地域公共交通活性化協議会地域公共交通部会設置要綱の改訂等について 

 

資料 2 

緑区高津戸町でのデマンド型交通社会実験の運行計画案について 

 

参考資料１ 

千葉市地域公共交通活性化協議会、地域公共交通部会設置要綱の案 

 

参考資料 2 

千葉市公共交通活性化協議会、地域公共交通機関分科会設置規程案 

 

参考資料 3は、新旧対照表としまして、千葉市地域公共交通活性化協議会、地域公共交通部会設置要綱 

 

参考資料 4としまして停留所の位置の案でございます。 

配布資料でございますが、配布漏れ等はございませんでしょうか。 

 

本日は、委員 16名のうち 14名の参加で、代理出席 1名の出席となっておりますので、過半数に達して

ております。千葉市地域公共交通活性化協議会設置条例第 9条第 5項において準用する同第７条第２項

によりまして本会議は成立していることを報告申し上げます。 

 

また、議事の公開につきましては、「千葉市地域公共交通活性化協議会 地域公共交通部会 議事運営

要領」により一部非公開とすることができるとなっております。 

 

なお、本日においては、傍聴人の方はおりません。 
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それではですね、はじめに同部会の会長である淑徳大学コミュニティ政策学部准教授 松野由希 様よ

り御挨拶を頂戴したいと思います。 

 

２ 部会長挨拶 

【松野部会長】 

ありがとうございます。淑徳大学の松野です。 

本日は雨の中、どうもありがとうございます。娘が小学 4年生で新しい習い事を始めて、バスに乗って

行くようになりました。バス停まで私が見送って、そのバスに乗ると順番に習い事をしている子供たち

が乗っていくので安心して乗っていく事が出来る。 

そうやって、皆で使っているバスがなくなってしまった時って、きっと大変だろうなとか、もしそうい

ったものができた時は、地域でどうやってそれを維持しつづけることができるのかとか、といったこと

を考えながら今日、来ました。実りある議論ができればと思っております。今日はどうぞよろしくお願

いいたします。 

 

３ 委員紹介 

【事務局】 

松野部会長、ありがとうございました。 

続きまして、新たに委嘱された委員の方々をご紹介したいと思います。 

株式会社鹿野西岬タクシー取締役、清原彰一 様。 

高津戸町交通対策協議会会長 牧添豊海 様 

高津戸町町内会長 石川光雄 様 

下大和田町、上大和田町の代表としまして猿橋自治会長の佐藤重信 様 

大椎台自治会会長 川本幸立 様 

大椎台自治会副会長 狩野拓史 様 

 

続きまして、欠席に伴う代理出席の方をご紹介いたします。 

千葉県警察本部交通部 交通規制課長 勝又憲彦 様の代理としまして、交通規制課課長補佐 簗真二 

様 本日 WEBでのご参加です。 

最後に、千葉県バス協会専務理事 成田斉 様ですが、本日の欠席とのご連絡を受けております。 

 

なお、本部会は委員個々人への委嘱となっておりますので、代理出席の方の賛否については参考扱いと

なりますので、御了解頂きたいと思います。それでは、これからの議事進行につきましては、松野部会

長にお願いしたいと思います。 

松野部会長よろしくお願いいたします。 

 

４ 第１号 千葉市地域公共交通活性化協議会 地域公共交通部会設置要綱の改定等ついて 

【松野部会長】 

はい、議題１「千葉市地域公共交通活性化協議会 地域公共交通部会設置要綱の改定等について」 

議題第１号は「千葉市地域公共交通活性化協議会 地域公共交通部会設置要綱の改定等について」とな

ります。部会設置要綱の改定等について、事務局より説明をお願いいたします。 
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【事務局】 

はい、事務局でございます。ちょっとマイクが通りにくいところもありますので、なるべく大きめの声

で御説明したいと思います。 

それでは、議題の第 1号千葉市地域公共交通活性化協議会・地域公共交通部会設置要綱の改定等につい

ての御説明をいたします。資料 1をご覧ください。A4の横になりますので、資料若しくは正面のスライ

ドをご覧になりながら、説明を聞いていただければと思います。 

それでは、まずページをおめくり頂きまして、2ページの方を御覧ください。 

令和 5年 10月 1日に施行されました「道路改正法の改正について」になります。 

2 ページ及び変更前後の条文、2 ページは変更前後の条文、3 ページは改正後の条文となっておりまし

て、重要なところは赤く書いておりますが、条文の説明になりますので、まとめたところを要約して御

説明したいと思います。次の 4ページをお開き下さい。 

今回の改定のポイントとなるものが 2点ございます。 

 

1点目が、上段のところに書いてあります、改正前である 9月 30日までは道路運送法に位置づけられて

いる法定協議会、地域公共交通会議、本市の場合ですと当部会の地域公共交通部会を指しますけれども、

こちらでコミュニティバス等の運賃を定める際にはこの部会におきまして、関係者間の協議が整えば、

国土交通大臣に届けるとなっていた手続がございました。 

こちらが 10 月 1 日から下段のようになります。この改正内容ですけれども、関係者、法定協議会より

も絞った 4者での別の協議会。資料中ですと運賃分科会となってございますけれども、こちらを組織し

て当該協議会において関係者間の協議が整えば、国土交通大臣に届けるものに変更になったというもの

でございます。 

 

2 点目は、こちらの関係者協議の前に、あらかじめ利用者の意見等を反映させるための必要な措置を講

じる必要というのが出てきたということになります。詳細、5ページから御説明したいと思います。 

5ページをご確認ください。 

乗合旅客運行の運賃、料金の決定方法についてでございます。 

協議運賃制度におきましては協議を行う構成員が重要となります。例えば、協議を行う会議体の構成員

に同種の事業を行っている交通事業者が複数含まれていた場合、会議体内での関係者間協議が適正に整

った場合であっても、独占禁止法上のカルテルに当たる疑義、つまり事業者間で競争原理が働かないよ

うに高い価格設定したのではないかという疑義が生じるかもしれないということを危惧しまして、運賃

を協議する会議体におきましては、運賃を定めようとする事業者のみが協議に参加することとしたもの

でございます。具体的な会議体の構成につきましては、資料の右下に記載しております 4者でございま

して 

1としまして、市町村または都道府県 

2としまして、当該一般乗合旅客自動車運送事業者 

3としまして、地方運輸局長 

4 としまして、市町村の長または知事が住民の意見を代表する者として指名するものと定められており

ます。 

 

この 4者を構成員とした運賃協議会におきまして、運賃等について協議が調ったときは協議が調った事

項を国土交通大臣に届け出ることによりまして当該運賃を定めることができるというものになります。 
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また資料の左下に記載しております通り、運賃等の協議をするときはあらかじめ公聴会の開催、その他

住民利用者、その他利害関係者の意見を反映させるために必要な措置を講じなければならないこととな

りました。 

この意見の反映のための必要な措置につきましては、次のページでまた詳しくご説明をしますので、6

ページの方をお開きください。 

料金の意見を反映させる措置についてとなります。法令上は公聴会と例示がありますが、住民や利用者、

利害関係者へ広く意見を求める手法として、国土交通省から別の方法も示されております。 

 

①としましてパブコメ 

②の市政広報紙 

③自治会への説明会 

④業界団体を通じた、事業者説明 

などの他、右側に記載の通り、その他の方法としましてホームページへ意見募集の掲載、地域住民に対

するアンケート調査等になります。 

本市では、ホームページでの意見募集、自治会への説明、また、運行ルートがかぶるような利害関係者

への説明などを行い、利用者はそのほか、利害関係者の意見を反映させていくことを考えております。

続きまして、7ページの方をお願いいたします。 

今回の審議内容であります、運賃協議会の設置に伴う部会設置要綱の改定について示しております。 

別の資料で参考資料 1として配付しているものと同じになりますので、見にくいようであればそちらの

方をご覧ください。 

この中の協議事項となっております、第 2条の中、第 1項に黄色でハッチしておりますとおり、ただし

乗合旅客運送の運賃・料金に関する事項は、別に定める分科会にて協議を行うの一文を追加することと

いたします。 

 

続きまして、8ページの方をお願いいたします。 

こちらは運賃料金を定める分科会の設置規定を示しております。 

スライドの方でお示ししているもの、A4横の資料ですと 1点ちょっと修正がございます。条文が第 1条、

第 2条の次が第 4条となっていますが、こちら第 3条、その次の会議となっております第 5条が第 4条、

協議結果の第 6条となっていますのが、第 5条で条文にずれがございます。 

参考資料 2としてお配りしたものに関しましてはこちらの修正、すでに整っておりますので、こちらは

そのままご利用ください。 

こちらの規定の中では 1 条・2 条の目的、協議事項は記載のとおりでして、第 3 条の組織には先ほど御

説明した、4者が位置づけをしております。 

説明については以上となります、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

【松野部会長】 

ただ今の御説明について質問等ございますか。 

 

【小林委員】 

参考資料 2の分科会の組織で、会長が信頼するものとして、その他必要と認められ信頼するものとあり

ますが具体的に言うとどのようなものでしょうか。 
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【事務局】 

例えば千葉市のコミュニティバスですと、都内の八街市さんとつながっているところもありまして、一

部広域的な交通としての利用もいただいているところもありますので、例えば県庁の職員の方とか場合

によっては、八街市の職員の方とか、そういうところの参加というものを想定しているものになります。 

 

【小林委員】 

わかりました、そうすると運送法の中でいうと、第九条の三 当該営業区域をその区域に含む市町村ま

たは都道県にあたるということですね。承知致しました。ありがとうございます。 

 

【松野部会長】 

他にございませんか 

無いようですのでお諮りします。 

議題第１号「千葉市地域公共交通活性化協議会 地域公共交通部会設置要綱の改定等について」承認す

ることに賛成の方は挙手をお願いします。 

ありがとうございます。全員ですので、議題第１号は原案どおり承認いたします。 

続きまして、議題第 2 号の協議に入る前に、議事の非公開について、事務局より説明をお願いします。 

 

５ 運行事業者を公募する要件に関すること 

【事務局】 

はい、事務局でございます。 

要領第 6条にて、当部会に関しましては、不開示情報に相当する情報がある場合については出席いただ

いている委員の皆様、全員の承認を得て、一部または全部を非公開にすることができるとしております。

議題第 2号は、運行事業者を公募する要件に関することとなりまして、公募開始前となるため、公募開

始するまでの間、千葉市の情報公開条例の第 7条第 4項に基づく入札や経営契約に関する情報となるた

め、非公開としたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

【松野部会長】 

異議ないようですので、議題第 2号につきましては運行事業者の公募開始までの間、非公開といたしま

す。それでは、早速、議題に入りたいと思います。続きまして、 

「緑区高津戸町でのデマンド型交通社会実験の運行計画案について」事務局より説明をお願いします。 

 

６ 第 2号 緑区高津戸町でのデマンド型交通社会実験の運行計画案について 

【事務局】 

はい、事務局でございます。 

それでは続きまして、議題の第 2号緑区高津戸町でのデマンド型交通社会実験の運行計画案につきまし

て、資料 2に基づきまして、御説明を始めたいと思います。 

 

最初は目次の方に出ておりますけれども、この 3つの項目につきまして順に説明してまいります。なお、

ページ番号は、こちらの資料だと目次の次のページから右上に記載しておりますので、そちらを参考に

資料の方をご覧頂ければと思います。 
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では、2 ページをご覧ください。始めに高津戸町地区における社会実験の状況報告についてでございま

す。令和 4年 12月 20日に開催いたしました第 2回千葉市地域公共交通部会におきまして、緑区高津戸

町でのデマンド型交通の社会実験に関する運行計画案について御承認頂きまして、令和 5 年の 3 月 13

日から約 1年間の社会実験として現在も運行しているところでございます。 

資料にお示ししている運行内容は、当時御承認頂いた運行内容となっております。運行形態は停留所を

設置した定時型としておりまして、事前予約に基づく区域運行となっております。走行する車両は、ユ

ニバーサルデザイン型のタクシーとして最大 2台の運行となっておりますので、利用者の定員は 8名と

なります。 

運行する日に関しましては、同地域内で実施されております移動販売の実施日をさけ、月曜日と金曜日

の週 2 日、運行数は午前 1 往復・午後 1 往復の 1 日 4 便となっております。運行時間帯は 9 時から 16

時頃、利用方法は事前登録制で前日 17時までの予約となっております。 

運賃に関しましては片道大人 500円、小学生以下 250円に設定しており、障害者割引のほか 5,000円で

6,000 円分利用できる回数券の販売も行っております。その他といたしまして、施設側の停留所が設置

されているあすみが丘には路線バスが運行されているため、差別化のためデマンドタクシーでの施設間

の移動は利用不可といたしまして、住宅地側から施設側若しくは住宅地側から住宅地への移動のみ利用

可能としております。 

 

それでは 3ページをご覧ください。 

社会実験開始時からは令和 5 年 12 月末までの利用実績をお示ししており、左上のグラフは各月と 1 日

当たりの利用延べ人数の実績を示しており、12月末時点で高津戸乗合タクシーの利用等登録者数が 238

名、延べ利用者数は 329名となっております。 

社会実験開始直後、利用者数は低調でございましたけれども、利用促進策の一つとして 7月に実施いた

しました運賃半額キャンペーンの効果もあってか、8 月以降、利用者は着実に増加している状況です。

右上のグラフは事前登録制にしたことで、実際に利用した方が特定できることから、実際に利用した方

の人数の推移と乗合率を示しております。 

実際に高津戸乗合タクシーを利用した方の合計が 56 名となっており、緑の棒グラフでお示ししている

のが各月の乗合率となります。直近の 12 月実績では運行を開始した 3 月や半額キャンペーンを実施し

た 7 月に迫る 1 便当たり 2.4 人の乗合率を記録しており、12 月末までの累計で平均を取りますと 1.94

人となっております。 

なお、乗合率の算出につきましては、稼働台数に対する平均乗車数としており、予約がなく、そもそも

稼働していない便につきましては計算上を含めておりません。左下の円グラフが利用者の属性を示して

おりまして、利用者のうちの 9 割弱が 60 歳以上の方、また性別につきましては 7 割弱が女性の利用と

なっております。 

右下のグラフの方は収支率の推移を示しております。7 月のキャンペーン後は右肩上がりにはなってお

り、12月の収支率は 22.9%、12月末までの累計では 16.95％となっております。 

 

続いて 4 ページをご覧ください、4 ページは利用促進のためにこれまで実施してきたものを表で整理し

ております。 

高津戸乗合タクシーの月ごとの利用状況のほか、事前登録方法や予約方法等を記載した高津戸乗合タク

シー通信、これを毎月発行して回覧板で住民に配布するなどして地域内の周知に努めて参りました。ま
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た、民生委員の方が直接乗合タクシーを必要とする方に声掛けを行うなど、地域の方々と協力して様々

な取り組みを実施してまいっております。 

 

では、5ページをお願いいたします。 

社会実験の評価に関しての資料です。社会実験の実施に当たりまして実態を評価するために、運行前に

地元の交通対策協議会において 4項目の評価指標と目標値を設定しております。12月末時点での評価結

果として、利用者一人当たりの利用回数が目標値を上回る結果となっており、その他の指標につきまし

ても当初目標に近しい結果となっております。 

唯一輸送実績につきましては、1 日当たり 8 人という目標に対して 3.9 人と半分以下となっております

が、そもそもの目標の考え方である 1 便当たり 2 人という数字と比較しますと平均乗り合い率が 1.94

であったことから、近しい結果とも言えるのかと考えております。 

今年度の社会実験では、当初設定した運行計画を継続しておりますが、社会実験中に利用者や地域の方

から様々な内部要望や御意見などを頂いております。そのため、頂いた要望等を踏まえまして、運行計

画を見直すことで、利用実態がどのように変化するのか、見極めた上で指標の設定等も含め、本格運行

への可否を判断したいと考えておりますことから、社会実験につきましては、来年度の令和 6年度も継

続実施したいと考えております。 

 

では、6ページをお願いいたします。 

令和 6年度の社会実験における運行計画の見直しの考え方について御説明いたします。高津戸町地区で

の社会実験を通じて、地域の方からの要望や課題整理を進めて参りましたが、一方で緑区内ではバス路

線の廃止等が予定されており、これまでの公共交通のサービス水準に変化が生じてくることが考えられ

ます。 

これらの状況等を踏まえまして令和 6年度の社会実験の運行内容を検討いたします。 

 

7ページをご覧ください。 

令和 5年度の社会実験での要望や課題を整理した資料となります。社会実験の課題等を把握するために、

高津戸町全世帯を対象にアンケート調査を実施しております。 

この調査につきましては、令和 5 年 6 月下旬から令和 5 年の 7 月 12 日に実施しておりまして、配布枚

数は 1,132世帯に 2枚ずつ回収率は世帯ベースでは 28.2%となっております。 

下段の円グラフをご覧ください、高津戸乗合タクシーの認知度についてですが、8 割以上の方に認知し

て頂いており、リーフレットや市政だより等、紙媒体によるもので知ったという方が多い結果となって

おります。 

 

続きまして、次の 8ページをご覧ください。 

高津戸乗合タクシーの利用状況になります。回答者のうち、約 20%が利用したことがあると答え、その

利用目的の半分以上が買い物となっております。高津戸乗合タクシーを利用しない理由については、ダ

イヤに関することが多く、自分の行動時間と運行時間が合わない、もしくは便数が少ないなどの意見を

多く頂いております。 

予約に関することでは、前日の 17 時までの予約だと急な用事に対応できないといった意見も頂いてお

ります。その他、料金や停留所に関する意見も多く頂きました。 
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続きまして 9ページをお願いいたします。 

アンケート結果から高津戸地区の運行内容の課題を整理しております。 

予約、運行ダイヤや停留所の 3つに課題を絞り、高津戸町を乗合タクシーの運行内容の見直しを検討し

た結果、予約につきましては前日 17 時までの予約となっていたものを乗車希望便の運行が決まってお

り、定員に空きがある場合は当日でも予約等が可能とする見直しを実施し、こちらは今月令和 6年 1月

より運用を開始しております。 

次に運行ダイヤについては、通院のニーズに応えるため、朝 9時頃施設に到着する便を追加することと

「午前便を 2往復とし、施設の滞在時間を 1時間もしくは 2時間と選択可能できるよう変更する」見直

しを行いました。現状のダイヤでは、施設に到着してから帰り便までの時間を約 1時間半と設定してお

りますが、滞在時間が長すぎるや短すぎるという声もあることから対応したものになります。 

また、停留所については、自宅から概ね 300メートル程度の距離の範囲内で乗降できるように設定して

おりましたが、高津戸町内は勾配が急な地区もあり、場所によっては重い荷物を持っての移動が負担に

なるエリアも存在していましたので、地域からの要望を踏まえ、停留所の新規設置を検討いたしました。 

 

続きまして 10ページをご覧ください。 

緑区内の交通環境の変化についてご説明させて頂きます。左の図は令和 4年 3月に策定・公表いたしま

した。千葉市地域公共交通計画に掲載している公共交通サービス水準に基づくエリア区分図となります。

青で着色しているエリアが区分 D、公共交通不便地域となります。 

計画策定後、令和 4年 7月に千葉中線の一部や平山線が廃止となり、右の図の通り、緑区内で公共交通

不便地域が拡大しております。さらに、令和 6 年 3 月 31 日には、千葉中線の残区間である土気駅北口

から大椎台団地までの路線が廃止となる予定があり、さらに公共交通不便地域の拡大が見込まれており

ます。 

 

11ページをご覧ください。 

このような状況を受けまして、高津戸町周辺の地区である下大和田町・上大和田町地区や大椎台・大木

戸台の自治会長様などから地域の移動手段確保を検討するため、高津戸町での取り組み状況の情報収集

として毎月開催している高津戸町交通対策協議会に令和 5年 8月から複数回任意で御出席を頂いており

ます。その後、各自治会長様に市も協力して地域の方々に対しまして日頃の移動実態を把握するための

アンケート調査を実施してきております。調査方法や回収状況につきましては、資料の左に記載してお

ります通りでして、「下大和田町・上大和田町地区」では町内会を通じて 1世帯に調査票を 2部配布し、

回収率は 45%、「大椎台自治会・大木戸台自治会」でもほぼ同様に配布し、回収率は約 44%となっており

ます。この際の主な質問内容は、個人属性のほか、路線バスや日頃の移動実態について伺っており、こ

のアンケート結果に基づきまして、それぞれの自治会内において実施されました意見交換の結果や高津

戸乗合タクシーの利用実績等を踏まえまして、地域、交通事業者、市の 3者で各地域の運行計画につい

て検討・協議をして参りました。 

 

12ページをご覧ください。 

まず、それぞれの地区のアンケート結果をお示ししております。左側が下大和田町・上大和田町地区の

結果、右側が大椎台自治会・大木戸台自治会となっております。路線バスの利用状況を円グラフでお示

ししておりまして、週 1日以上、路線バスを利用する方の割合は、左の下大和田町・上大和田町地区で

約 1割、大椎台自治会・大木土台自治会で約 4割となっております。 
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13ページを御覧ください。 

今度は路線バスの利用目的などの結果を示しております、どちらの地区でも買い物と通院の利用者が多

い結果となっております。下のグラフは、買い物での外出頻度の多い曜日の結果を示しておりまして、

どちらの地区でも特に決まっていないが、一番多い結果となっておりますが、それ以外では土曜日と日

曜日、平日では火曜日と金曜日が多い結果となっております。 

なお、高津戸町と同様、それぞれの地区にはヤックスの移動販売が来ているということでして、移動販

売実施日をグラフに追記しておきます。 

 

では続きまして 14ページの方を御覧ください。 

以上のような地域からのニーズや高津戸町周辺の交通環境の変化を踏まえて運行内容を検討し、令和 6

年度の社会実験を実施したいと考えております。 

具体的な内容としましては、 

①高津戸町地区の課題への対応としまして、運行ダイヤの見直しとして午前便を追加し、通院需要への

対応、または施設滞在時間を選択可能とする増便を行います。また、停留所の見直しとしまして、住宅

地側はアクセス改善のため停留所の追加、施設側は要望が多かった 2施設の追加を行います。 

次に②といたしまして、公共交通サービス水準の低下区域への対応としまして、高津戸乗合タクシーの

運行区域を拡大し、新たな系統の追加としてアンケートで需要の多かった買い物利用者をターゲットに

下大和田町・上大和田町地区、大椎台自治会・大木戸台自治会地区へ運行エリアを拡大いたしたいと考

えております。 

 

15ページを御覧ください。 

この 15ページから 17ページには、昨年度の第 2回地域公共交通部会でお示ししました。高津戸町地区

の運行計画と今後変更を予定している運行計画を比較してお示ししております。変更した箇所について

御説明させて頂きます。 

まず、④の停留所運行ルートについてです。停留所につきましては、施設側はアンケートでも要望の多

かった「土気市民センター」と「せんどう土気店」の 2カ所を追加し、住宅地側では高津戸町地区では

7か所だった停留所を 14カ所に増設。新たに加える地区では、元々あったバス停の位置を基本に下大和

田町・上大和田町地区では 6ヶ所、大椎町・大木戸町地区の方では 5か所を設置いたします。 

運行ルートについては高津戸町地区に加え、下大和田町・上大和田町地区、大椎町・大木戸町地区の 2

ルートを追加します。 

⑤の運行日便数ダイヤについてです。 

高津戸町地区の運行日は月曜日と金曜日に変更はありませんが、便数につきましては午前中 1往復を追

加し、午前 2往復、午後 1往復の合計 6便に変更いたします。 

また、下大和田町・上大和田町地区は土曜日のみの運行で午前 1往復・午後 1往復の合計 4便、大椎町・

大木戸町地区は火曜日と土曜日の運行とし、午前 1往復・午後 1往復の合計 4便といたします。 

 

では続きまして 16ページをご覧ください。 

⑦の運賃についてです。 

高津戸町地区の変更がなく、また新規で追加する 2ルートに関しても、高津戸町地区と同じ料金体系で

スタートしたいと考えております。 
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⑬の予約受付につきましては、原則乗車する 1 週間前から前日の 17 時までとしますが、乗車を希望す

る便が運行しており、定員に空きがあれば当日でも予約可能といたします。 

 

17ページをご覧ください。 

このページ内、変更の項目はございませんので、説明の方を割愛させて頂きます。 

では、18ページをお願いいたします。 

全体の運行計画案となります。地図上、薄い緑で着色しているところが、令和 5年度の運行区域で今回

拡大した部分は赤で着色した区域となります。 

小さな青い丸印が住宅地の停留所の場所を示しておりまして、赤破線の円でお示ししているのが、高津

戸町地区の住宅地、青破線の円が下大和田町・上大和田町地区の住宅地、緑破線の円が大椎町・大木戸

町地区の住宅地となります。 

運行は予約のあった停留所を巡る停地型の乗合タクシーとなるため、路線バスのような決められたルー

トは設定されません。左の表にある目的走行する車両を利用方法や運賃については、現在の内容からの

変更はございません。 

 

19ページをお願いいたします。 

高津戸町地区の運行計画案となります。 

変更箇所は黄色着色しております、また新たに追加となる停留所は赤枠で囲んだ箇所となります。 

これまで御説明しました通り、運行数や停留所の数などが変更になっております。 

また、施設 4の停留所はこれまで道路上に設置しておりましたが、トライアルあすみが丘店様のご協力

によりまして、駐車場内に停留所を移設いたします。 

更に施設 8の停留所につきましては、こちらも道路上に設置しておりましたが、中野内科クリニック様

の御協力によりまして、施設内に停留所を移設いたします。その他の項目に変更はございません。 

 

続きまして 20ページを御覧ください。 

下大和田町・上大和田町地区の運行計画案となります。 

運行は週 1 回・週 1 日の土曜日で、運行数は 1 日 4 便を予定しておりまして、停留所につきましては、

住宅地①から③は元々バス停のあった位置付近、住宅地④から⑥につきましては、上大和田町内会館の

周辺に住宅が集まっていることから、この付近に 3か所を設置する予定でございます。 

施設側の停留所につきましては高津戸町地区と共有し、運行形態や走行する車両などその他の項目につ

きましても高津戸町地区と同様となっております。 

 

続きまして 21ページを御覧ください。 

大椎町・大木戸町地区の運行計画案となります。 

運行は週の 2日、火曜日と土曜日で運行数は 1日 4便を予定しております。 

土曜日運行は下大和田町・上大和田町地区と同じ日の運行となりますが、1 台の車両で 2 地区回れるよ

う運行ダイヤを調整しております。停留所につきましては、住宅地②から⑤は既存のバス停がある位置

に設置する予定で、住宅地①については住宅地②から⑤のバス停が使いづらい方をターゲットにするた

め、これらの停留所から離れた位置に設置する予定でおります。 

施設側の停留所につきましては高津戸町地区と共有し、運行形態や走行する車両などその他の項目につ

きましても高津戸町地区と同様となっております。 
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最後に 22ページの方をご覧ください。 

今後のスケジュールとなっております。 

現在はスケジュール表の一番上、千葉市地域公共交通部会の欄の 1月部分になり、運行計画の申請内容

についての協議段階となります。 

本部会におきまして、令和 6年度の社会実験に係る運行内容についての協議が調いましたら、速やかに

道路運送法に基づく申請法等の手続きを行い、引き続き社会実験を実施して参りたいと考えております。

なお、令和 7年度以降につきましては、令和 6年度前半までの運行計画や利用状況などから本格運行へ

の移行、社会実験の継続や終了などについて、他都市の事例なども参考にさせて頂きながら検討して参

りたいと考えております。 

説明は以上となります。 

よろしく御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

【松野部会長】 

ありがとうございます。ただ今の説明について、ご質問等はございますか。 

交通規制課の方、どうぞ。 

 

【勝又委員（代理）】 

交通規制課 簗と申します。 

ご説明ありがとうございました。 

参考資料のことについても、今、確認しても大丈夫でしょうか。 

 

【事務局】 

はい、お願いいたします。 

 

【勝又委員（代理）】 

参考資料 4になるんですけども、この中で、例えば 20ページですね、上大和田北とかですね、交差点の

中に停車位置があるような感じに見えるんですけども、それってここに停めたいとか、っていうかたち

になるのでしょうか。 

 

【事務局】 

あくまで目安として、このあたりに停車場所を設けたいという意味でお示ししておりまして、交差点付

近が警察の方からの御指導の中であんまり車を駐停車するものではないということは理解しておりま

すので、事業者が決まりましたら、そのあたりの詳細は詰めたいと思っております。 

 

【勝又委員（代理）】 

分かりました、後もう一点ですね 27 ページなのですけども、バス停を使用するような形になっている

のですが、まだ使っているバス停になるのですか。 

 

【事務局】 

令和 6年 3月 31日をもってバス路線が廃止となる区間でして、4月以降バス停自体の撤去も行われる予
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定と聞いております。 

 

【勝又委員（代理）】 

4月からはバス停がないという事で、よろしいですか。 

 

【事務局】 

はい。 

 

【勝又委員（代理）】 

分かりました、それなら問題ありません。バス停がある場合、道路交通法第 44条 2で、バス停のところ

では路線バスの停留所等にかかる駐停車禁止の規定がありますので、確認させていただきました。 

ありがとうございます。以上です。 

 

【事務局】 

はい、ありがとうございます。 

 

【松野部会長】 

ありがとうございます。 

他に、ございませんか。 

 

【伊東副部会長】 

日本大学の伊東です。よろしくお願いいたします。 

ちょっと確認だけ、3ページ目の収支率の右下の推移のところで、一応確認なのですが、点線の 16.1%と

29.5%、7 月の分ですかね、こちらはここ点線部分というのが純粋な多分、収支率ということですよね。 

 

【事務局】 

はい。半額にした分を市が補填しておりますが、29.5%というのは、それが収入になったという前提での

計算になります。 

 

【伊東副部会長】 

500円で 99人の利用者数だと収支率が 29.5%になるということですね。 

料金を半額でやると、利用者はかなり 99 名で増えているのですが、12 月と比べて 100 名、2 倍近く増

えていますけども、収支率はやっぱりちょっと悪いというところですか。 

 

【事務局】 

そうですね、はい。直近と比べると、ちょっと落ちるというところがございます。 

 

【伊東副部会長】 

はい、わかりました。ありがとうございます。 

あと、もう一つはですね。 

今回、大椎町の地区だとか、新しく今回増えている場所についてなんですけども、たぶん、もう既にヒ
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アリングとか、そういった協議をされているんだと思うんですが、その住民の方に対してこのバス停の

位置、デマンドのこの位置がですね。特に問題がないかとか、そういったニーズにも対応しているよう

な配置になっているかというような確認みたいなところはプロセスとしてはもう既にされているとい

う理解でよろしいですか。 

 

【事務局】 

はい、地元の方とは、これまで何度かやりとりさせて頂いていまして、正直なところは今回のこれが全

てをカバーしているかということでいうと全てではないと思っていまして、ただ 4月 1日から路線バス

が廃止になるということもありまして可能な範囲で、この限られた時間の中でできることをやろうとい

うことで、地元の方とも調整させて頂いて、その結果がマックスではなく、どちらかというとミニマム

に近いかもしれませんけれども、最初に始めるにあたってスモールスタートという意味で、これだけの

停留所で、御理解を頂いているところにあります。 

 

【伊東副部会長】 

はい、ありがとうございます。 

通院の方と通勤通学の方も一定数の方がいらっしゃるというアンケート結果もありましたので、今、例

えば大椎町のところが第 1 便が 10 時ということで、ちょっと通院にはちょっと遅いかな、ただ買い物

をするには 10 時以降じゃないとお店が空いてないということで、多分、買い物を重視した、こういっ

た運行計画で今回はなっているのかなと思っている。そういったところで、まだミニマムで買い物の、

土気駅にも行けますので、一応は駅のアクセスも確保しつつ、買い物を特に重視したようなデマンドの

やり方ということでよろしいですか。 

 

【事務局】 

はい、高津戸町でも最初 10 時発という時間帯で始めさせて頂いてやっている中で、利用者も増えてい

きながら、だけれども通院の部分にはちょっと不便があるというところで、これを見直すことで、さら

に利用者の裾野が広がって利用される方が増えることで収支率なり、1 便当たりの乗合率が増える可能

性もあるということで、今回拡大させて頂いてます。追加した 2地区に関しましても、この状況等を見

ながら、地域の皆様とご相談しながら運行計画の変更というところは考えられるかなと思っております。 

 

【伊東副部会長】 

はい、わかりました。 

ありがとうございます。 

最後、コメントですけども、かなり他の自治体さんでも地区レベルで住民が自分たちの地区交通をどう

するのかというところを議論して、それを市に提案をしてというところが今かなり増えてきて、住民主

体となって、その地域の交通をどうするかというところをかなり住民ベースで考えているところが今、

増えてきていますので、今回、かなり千葉市さんが主導的にやられていると思うんですけども、高津戸

地区との兼ね合いもあって、一緒に連携してやるということで、今回、私、異議はないんですけども、

住民の方にも積極的に参加して頂いて、そういったもので地域の交通がより良いものになるといいかな

というふうに思っています。はいこちらコメントになります。ありがとうございました。 

 

【松野部会長】 
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他に、ございませんか 

ないようですので、お諮りします。 

議題第 2号「緑区高津戸町でのデマンド型交通社会実験の運行計画案について」承認する事に賛成の方

は、挙手をお願いします。 

ありがとうございます。 

全員、挙手頂きました。 

議題第 2号は原案どおり承認いたします。 

地域公共交通会議の協議の場にありますので、事務局からの説明等に特に修正・変更等のご意見等がな

いようでしたので、緑区高津戸町でのデマンド型交通社会実験の運行計画案と協議が調ったということ

で、本部会名での証明書を発行いたします。 

今後、運行事業者様にて、申請手続きを進められることになりますので、千葉運輸支局様におかれまし

てはご対応の方をお願いいたします。 

その他、委員の皆様からご報告等はございますでしょうか。 

 

せっかくですので、地域の方に少しご意見のようなものが伺えたらとも思うのですが、高津戸町の方か

ら、もし意気込みのようなものを伺えたらと思いますが、いかがでしょうか。 

【牧添委員】 

高津戸協議会会長の牧添です。去年の 3月から皆様のおかげで、実証実験を始めさせて頂いて、最初

は我々の方も、どれぐらいの方々に利用して頂けるかという、不安な形で始めたのですけれども、やは

り 4 月・5 月と、聞くとやっぱり不便だと言うんですけど、今は、まだ車の方が大丈夫とかいう形で、

なかなか利用者が増えない中で、毎月協議会の中でどうしたら皆に乗って頂けるんだろうということを、

打ち合わせ・協議をしまして、7 月に半額でキャンペーンをやって、もっと広く知って頂こうではない

かというようなことで、7 月に半額の片道 500 円で乗って頂いたら、帰りは無料ですよというような形

でやりましたら、それとパンフレットをいろいろ配ってやった結果、９９名ということで、皆さん乗っ

ていただけました。そうすると一回、利用して頂くと、やはり便利だなというものがわかって、徐々に

利用者が増えてきた状況がございます。それと同時に、停留所は 300mとかいうかたちで、行くときは手

ぶらで乗るから、停留所まで歩いて行けるのですが、帰りは買い物をして荷物が増えます。そうすると、

自分の家の目の前を通って停留所まで行って、そこで重い荷物を持って自分の家まで帰らなければなら

ない、途中で降ろしてくれると良いなという意見が地域の中で出ている。 

それで今回、改善案で停留所をもう少し増やすことによって、その不満を解消できる。 

そのために、利用者が増えるのではないかということで今回、見直し案にその文を入れさせて頂いて

おります。 

それと、朝 9時半出発で、10時に現地という事だったのですけど、予定だとそれぞれの停留所を停ま

っていくと 10 時に施設に到着になろうかなというのがあったのですけども、乗る方が少ないとスムー

ズに施設まで行ってしまうため、施設が開店する前の 9 時 40 分頃に着いてしまう、そうすると暑い中

又は寒い中で 20 分位、外で待ってなければならないことがありました。そのような状況が一つあった

事と、我々も最初は買い物のお客さんを前提としていろいろと協議を重ねたんですけれども、具体的に

見ますと病院に通院するために利用したいというニーズがかなり高いのではないか、そうした時に病院

は 9時頃に受付なので、10時では受付に間に合わない、遅くなってしまうというのがあったので、もう

ちょっと早い時間が欲しいというような要望が協議会の中でありまして、今回、提案の便数を増やして

頂くというような事で、今回の提案に基づいて皆さんにご承認を頂いたので、今後の来年までの 2回目



17 

の実証実験の中で、もう少しこの関係によって利用者が増えてくれるのではないかというふうに期待し

ております。 

皆さんもね、非常に便利だということがだんだん徐々に解かってきておりますので、この実験を続け

て、本格運行にむけて、よろしくお願いをしたいと思います。 

ありがとうございました。 

 

【松野部会長】 

ありがとうございます。続きまして、高津戸町内会長石川さま 

 

【石川委員】 

ありがとうございます。牧添会長のほうで大変、大事なお話しして頂きましたが、買い物のなんかに

ついても、今までの時間だと、高津戸から土気の南口のショッピングモールって言うほどは大きくない

のですが、あるスーパーに第１便で着くと、9時 40分に着いてしまうということでした。暑いとき寒い

とき非常に大変だということで、これも改善して頂きました。また、施設側の停留所の配置につきまし

ても、プラザ横の停留所については、私のほうで提案させて頂いて、道路沿いのところに停留所があっ

たのですが、隣接に病院があり、またそこはちょうど屋根があるんで、雨が降っても大丈夫と、通院す

る方は病院の中の待合所でもタクシーが来るまで待っていられるということになりました。 

あと、先月、今月の協議会で提案したのですが、施設の入り口とか出口とか、そういったところにチ

ラシをやって頂いて、特に病院なんかだと、ちょっと歩かなきゃいけないようなところ、病院に通って

いる方もいらっしゃって、なかなかその認知度が浸透しないような点もあるので、病院とか大型のお店

なんかには是非チラシを出入り口なんかに貼って頂けるように、これは先方さんの方で了解、得なきゃ

いけないのですけれども、交渉して、広報・周知していただければなというふうに考えております。 

 

【松野部会長】 

ありがとうございます。続きまして、下大和田町、佐藤さん、いかがでしょうか。 

 

【佐藤委員】 

猿橋自治会の佐藤です。よろしくお願いいたします。 

私、猿橋自治会、名乗っているのですけれども、実をいうと上大和田・下大和田というのが一番みな

さんご存じかと思います。 

私たちの先代が、下大和田町の中にあったのですけれども、下大和田町でなく自分たちでやろうよと

いうことでその頃ですと 30 数戸で下大和田自治会から分離しまして、猿橋自治会というものを作りま

した。それで今現在に至っています。ですので、今現在が 29 世帯自治会に入っていない方を入れても

34～35件ぐらいしかない自治会になっているんですけれども、今回のデマンドタクシーの運行、上大和

田・下大和田と運行していきますと、私の町内に恩恵がないです。ないと言っちゃいけないんですけれ

ども、今、20ページの資料に中野インターとか書いているところがあると思うのですけども、そちらの

方なので、今回できた停留所まで 2キロくらいかかるのです。それも、田舎の道ですから、田舎の道を

2 キロ歩くというと、とてもじゃないですけれども、乗合タクシーに乗っていくのなら自分で考えて、

行った方がいいんじゃないかという形で、今回のこの乗合タクシーが運行しても、ウチの町内はほとん

ど利用しないのではないかと思います。でも、一応、上大和田・下大和田で一体になってこの計画を推

進してもらうという形ですので、うちの町内にはすぐには恩恵が無いけれども、積極的に参加しよう。
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会員登録があるから会員登録しようというような形で、一応、今、猿橋自治会は動いております。今、

下大和田・上大和田・猿橋の高齢化率が、市の資料によると 50%ぐらいですけれども、実質、自分たち

が肌で感じると 60%以上の高齢化率になっています。 

ですので、こういう公共交通機関がなければ、生活できない地域になっています。いつもの鶏と卵の

お話になってしまうのですが、利用者数が少ないから減らそう、当然、収支が取れないから減らそう、

不便になるから使わなくなる、使わなくなるからますます収支が悪くなる、それの繰り返しになってい

ると思うのです。とにかく、動かして頂いて、それでもってどんどんどんどん活性化して頂いて、うち

の町内の方にも来るように計画して頂いて、どの位までの収支が上がっていくのか分かりませんが、0

から 1にすれば 1から 2になるのは、簡単になるのではないかと思いますので、ぜひぜひ進めて頂きた

いと思います。よろしくお願いします。 

 

【松野部会長】 

ありがとうございます。続きまして、大椎台自治会長 川本さん、よろしくお願いいたします。 

 

【川本委員】 

大椎台自治会 川本です。 

こちら駅から 2キロぐらい離れたところ、若ければ歩いたりすることも平気なんですけど、高齢化の

中で、今 65 歳以上が 50%を超えています。75 歳以上が 4 分の 1 を、そして独居老人の方が 6 世帯ぐら

いですかね、ですから、公共交通のバスがなくなってしまうと、一緒に乗せていってと頼める人もいな

くなってしまうという状況です。 

そして一方で免許証返納者が、今回のアンケートによると、90名ぐらいですが、これはやはり免許返

納するのをためらうというようなことが生じている。そして、世の中で非常に高齢者の事故、非難すご

いですけれども、ではどうすればいいのだろうかというところがあります。私たちはもう 1年前から千

葉中央バスさんにしっかりやっていただきたいと、そこで町内でアンケートをとって、やはり朝の便等、

いろいろなものを改善してほしいなとまとめて渡したところ、9 月にこのような大型減便、それから 4

月から廃線ということになってしまいまして、ちょっとこれはどうしたものかと。少なくともまず何と

か公共交通の灯を消さずに、しっかりそのことで、行政の皆さん、そして住民といろいろ話し合いをし

ながら、それぞれプラスの方向で考えていきたいなということで、今回はぜひ乗合タクシーを、まずス

タートしてミニマムにスタートしながら、しかしいろいろな形で充実していってほしいなという思いを

持っております。 

そういうことで、先程、会長さんの方から通勤・通学の便ということでありましたけれども、今日は

私と一緒に来ました狩野君が 8 時台に乗ると、バスの乗客が 20 人。20 人も居ることでびっくりしまし

た。通勤通学するには、ちょっと時間が後なのですけれども、それが 6 時・7 時台の通勤通学といった

ことですから、これからはそういう今のデマンドタクシーの中で、そういう通勤通学 6 時・7 時・8 時

台の便も何とか捻出できないかなというようなことを町内の中では話し合っているところです。今後と

もよろしくお願いいたします。 

 

【松野部会長】 

ありがとうございます。 

副会長 狩野さん 
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【狩野委員】 

大椎台自治会副会長 狩野です。 

今、川本会長がおっしゃったようにすね。今日は、私、そのバスに乗ってきたのですけれども、状況

を確認したくて。20人いてびっくりしました。確かに乗っている方は、高齢の方 70歳以上だったので、

病院か何かと思いますけれども、私は通勤で中央バスさん利用していました。ずっと、20年ぐらい。残

念ながら、10月からは朝 2便、しかも 8時 50分と 8時 56分の 2便なので、私は通勤に使えなかったで

す。通勤で使っている方もおりました。本当は、その他のところでちょっと質問させて頂きたいと思っ

たんですけれども、この社会実験という実験の後の結果について、今後の実験結果、収支率も含めて、

千葉市としてはこの社会実験の結果、どのような方向を考えていらっしゃるのかということで。実験だ

から終わりがあるはずなので、そのあとをお伺いしたいと思っています。 

 

【松野部会長】 

ありがとうございます。 

いかがでしょうか。 

 

【事務局】 

マイク効かないので、このまま直接、声で失礼いたします。 

おっしゃるとおり、社会実験なので、今後、本格運行に移行するにあたって何らかの指標なり、目標

というのを掲げたいと思っています。 

まず、そもそも何でじゃあ実験をやっているかというとですね、どのような運行形態・運行計画でど

のぐらいの方が乗られ、またどのぐらいの収支になるかというところを千葉市はまだデマンドタクシー

というのを運行した実績がありません。高津戸町で始めたのが初めてになります。 

いろいろな市で実施されているのを見ますと、乗合率は１よりちょっと超えるぐらい、ほとんど 1人

の方がちょっと安いタクシーのように乗られていることが多い。ただ、それを延々と続けていけるかと

いうと、千葉市内の公共交通不便地域かなりの面積がありまして、そこに全て導入して、未来永劫でき

るかというと、予算上の話もありますし、これからの人口減少を考えていくと、なかなか持続性が保て

るかどうかわからないということであれば、地域ごとで、それぞれの運行計画なり目的地なり、どの時

間帯にやるかというところがみんな異なってくるだろうと思っています。かといって、例えば乗合率が

0.何とかになっても続けるかというと、なかなか行政としても判断が難しいところがありますので、地

域ごとにもしくはエリアごとにその目標をどこに持っていって、地元の方とこれを常にクリアするよう

に頑張っていこうね。新たな利用者を増やしていこうね、もしかして新しい施設ができたから、そちら

に停留所を持って行った方がいいんじゃないかみたいな、そういうところを共通認識として持つための

社会実験と思っています。 

ただ、社会実験をやった結果、あまりにも地元の方が今回のこれに意義を見出せず、この手段では移

動手段とならないということで利用されない状況が続くのであれば、ほかのことも考えなきゃいけない

ということもありますので、まずは社会実験をした上でデータを蓄積し、ノウハウを蓄積し、またこれ

に対応頂ける事業者様にどういうところの対応までして頂けるのかというところも一緒に考えていき

ながら、3 者でその目標値となるものを見出して本格運行になる際には、例えば乗合率、数字が何にな

るか分かりませんが、乗合率を例えば 1.5に設定して、それを超えるようであれば、毎年毎年続けてい

くとなるのか、それを下回れば、翌年の運行計画を見直して、超えるようなものをつくっていくのか。

そういうところを見極めるための社会実験だと思っています。 
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なので、高津戸町でも今回、最初は往復 2便合計 4便で始めたのですけれども、正直申し上げまして、

乗合率がどんどん上がっていって収支云々というと、確かに 2 割ぐらいなんですけれども、全国的に 2

割を超える収支を記録することはほぼなかったと思っているんですね。 

多分、学識の皆様もよく御存じだとは思うのですが、これだけ乗って頂けているのは 4便に集約した

から乗って頂けているのか、もしくは行き先、時間、行き先が良いから時間帯が悪くても乗って頂けて

いるのか。そこがわからないので、今回運行時間を拡大してこれが増えるのか減るのかも正直、我々は

見てみたいと思っています。 

その結果どうなるかというのはわかりませんが、ちょっと先回りしすぎかもしれませんが、便数を増

やした結果、乗合率が下がって収支率が上がる。もしくはそういうことはあまりないと思いますけれど

も、そういう動きがあれば 4便に戻すのが本当は良いのかもしれないというところも。実験の中では見

極めたいと思っています。なので、高津戸なり、下大和田・上大和田なり、大木戸・大椎台なり、それ

ぞれの状況というのは見ながら、エリア全体でどういうことをやっていけばいいかというところも我々

は考えていきたいと思っていますので、その意味の社会実験、そして目標を定めての本格運行というふ

うに思っております。 

ちょっと長くなってしまいましたが、そういうふうに思っているところです。 

以上でございます。 

 

【伊東副部会長】 

今の言っていることから分かったんですけれども、社会実験を続けて 1年あるいは 2年間か、続けて

収支率の観点だけじゃなくて、その間にですね、やっぱりいろんなことをやれるようなフレキシブルに

富むようなことをぜひともお願いしたいと思います。 

例えば、朝通勤の方はこの計画だと朝の通勤の方は全く拾われないので、もしそれを増やせば収支率、

あるいは乗合率が 1.5とかなる可能性がありますので、潜在的ないわゆる需要が、まだ掘り起こせない

需要を掘り起こして、それをフレキシブルに反映できるような計画、実験の間にそういうことをお願い

したいと思います。 

 

【事務局】 

事務局でございます。 

ご要望を承りました。高津戸でやっているように、社会実験そのものを延長しながらいろんなデータ

を取るということも当然考えていきたいと思っています。ありがとうございます。 

 

【松野部会長】 

ほか、ご質問等よろしいでしょうか。 

無いようですので、これをもちまして、本日すべての協議事項が終了しました。 

それでは、進行を事務局にお返しします。 

ご協力ありがとうございました。 

 

 

【事務局】 

松野部会長ありがとうございました。皆様におかれますと長時間のご協議ありがとうございました。

以上をもちまして、千葉市地域公共交通活性化協議会第 4回地域公共交通部会を終了いたします。なお、
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次回の地域公共交通部会につきましては、12 月 25 日に協議いたしましたコミュニティバスに関する事

項で、2月 28日に開催を予定しております。その前に第 1回運賃分科会等の開催を考えております。ま

た高津戸町でのデマンド型交通の社会実験についても協議事項が発生した場合、また社会実験が順調に

進んだ場合についても、令和 6 年の秋から冬頃に運行継続の可否などを議題に開催を考えております。

いずれにいたしましても開催にあたりましては、改めまして事務局から御案内の方を差し上げるように

しますので、ぜひご協力頂ければと思います。本日長時間にわたりご審議のほど、大変ありがとうござ

いました。 

 

 

 

上記、議事録は事実と相違ないと確認する。 

 

 

 

会 長 ____________________________________________ 

 

 

 

 


